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　　　知的財産の保護

知的財産権に対する基本方針

新電元グループでは、知的財産権を尊重すべく、下記
の特許3原則を提唱し、啓蒙活動を行っています。
1 . 他社の知的財産権を侵さない。
2 .  特別な理由により他社特許が必要な場合は、製品化
前に使用許諾の合意見通しを得るものとする。決し
て事後であってはならない。

3 . 不用意の抵触 （調査時点で見えていない特許、調査
したが発見できなかった特許などによる）で警告を
受けた場合には、6ヶ月以内に対処を終了させるこ
とを目標とする。

発明報奨

新電元工業では、発明等をなした従業員の権利を保証
して、発明等および研究意欲を促進するとともに、発明
等をなした従業員の義務を明確にするため、「発明等取扱
規定」を制定しています。
「発明等取扱規定」では、特許法で規定する発明、実用
新案法で規定する考案、および意匠法で規定する意匠の
創作に対して、報奨金を支払う補償制度を設けています。
補償の種類として、出願時に支払う出願補償、登録時に
支払う登録補償、譲渡や実施許諾があった場合に支払う
ライセンス補償があります。その他、実績をもたらした
ものに関しては、登録の有無にかかわらず社内の表彰規
定（有功賞規定）に基づいて表彰しています。また、この
補償制度では、発明と同レベルのノウハウについても補
償の対象としています。

知的財産教育・啓蒙

新電元グループでは、知的財産についての意識を向上
させることにより、知的財産権に関する法令を遵守し、
発明発掘等を促し自社の知的財産権を構築し、他社の知
的財産権の侵害を未然に防ぐための調査を徹底すること
を目的とする教育を行っています。また、秘密情報につ
いても漏洩の防止を徹底することを目的とする教育や、
他社と法的トラブルを未然に防ぐことを目的とする教育
にも取り組んでいます。発明発掘を促すための玉だし会
も各部課ごとに行っています。

模倣品対策

新電元グループでは、特許、実用新案、意匠、商標等を侵害
する模倣品の一掃に向けて断固とした態度で対応しています。

知的財産管理技士会の表彰について

知的財産管理技能士会2017年度の表彰において、新電
元工業電子デバイス事業本部商品企画部の宮澤亘さん
が、奨励賞を受賞しました。宮澤さんは、職場で電子デ
バイスの新規商品開発に携わり、日頃より技術と知的財
産の現場管理のマネジメントの重要性を強く感じており
ました。その思いから、知的財産のエキスパートを目指
し、仕事と勉強を両立し、知的財産管理技能士と弁理士
の両資格を取得しました。知的財産管理技能士会等の研
究活動を通じて、他社事業の事例や取組みを知ることで、
自分自身の知見が広がり、また多くの人と知り合えたこ
とで多くの人脈を築くことが出来ました。このような経
験は、現在の職場での発明生産、特許権利化及び商品企
画に大きく役立っています。今回の知的財産管理技士会
での表彰は、運営委員を1期、研究員を4期、編集員を2
期にわたり務め、編集
員として IPマネージメ
ントレビューで記事執
筆を行ったことや研究
員として【研究報告
書】発表を5回行うな
ど積極的に知的技能士
活動に貢献した実績を
認められました。

輸出管理（安全保障貿易管理）

新電元グループは、国際的な平和および安全を維持す
るために「外国為替及び外国貿易法」等の輸出関連法令
を遵守し、厳格な輸出管理体制を構築することで大量破
壊兵器等の不拡散および通常兵器の過度な蓄積防止に努
めています。
当社の輸出管理体制は、代表取締役を安全保障貿易管
理総括最高責任者に充て、総括最高責任者に任命された
役員を委員長として「安全保障貿易管理委員会」を組織
しており、輸出取引を適正に行うべく「安全保障貿易管
理規定」を制定すると共に、その運用を円滑に図るため
「安全保障貿易運用規則」を定めています。
また、国内販売する場合であっても、最終的にその顧
客から輸出されることが明らかな場合には、最終客先や
その用途について出来る限り確認を行い、当社の製品が
国際平和を脅かすことがないように最善を尽くしていま
す。

・模倣品注意喚起＿詳しくは当社HPをご覧ください

奨励賞受賞
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新電元グループでは、お客様に繫がるサプライチェーンに属する全ての従業員の仕事の質の積み

重ねと集積こそが新電元グループの“価値ある品質”を形成していると考えています。

スピード感をもってお客様への供給責任を果たすために、設計、製造、品質保証部門が一体となっ

た厳しい管理体制を確立し品質の作りこみを行っています。

　　　品質管理

新電元グループ国内外の生産拠点においては、品質マ
ネジメントシステムの国際標準システムである ISO9001

の認証を取得し、持続可能な消費への貢献およびお客様
の満足と信頼の向上に努めています。

改善活動の推進

新電元グループ各社における日頃の改善活動成果の発
表機会として、毎年６月に「新電元グループ改善事例発
表会」を開催しています。各社の改善事例発表でお互い
の情報を共有し、製造会社として「ものづくり」におけ

るグループ全体の知恵を結集させることで更なる品質改
善に努めています。

事業所名 適用規格 認定機関 更新日

新電元工業（株）、新電元メカトロニクス（株） ISO9001 JAB/UKAS 2018.8.5

SHINDENGEN（THAILAND）CO., LTD. ISO9001 UKAS 2018.9.15

LUMPHUN SHINDENGEN CO., LTD. ISO9001 UKAS 2018.6.27

SHINDENGEN PHILIPPINES CORP. ISO9001 UKAS 2017.12.6

広州新電元電器有限公司 ISO9001 TGA 2018.8.24

PT.SHINDENGEN INDONESIA ISO9001 UKAS 2017.2.22

㈱秋田新電元 大浦工場 ISO/TS16949 IATF 2018.9.14

㈱秋田新電元 飛鳥工場 ISO/TS16949 IATF 2018.9.14

㈱東根新電元 ISO/TS16949 IATF 2018.9.14

（2017年6月21日現在）

　　　太陽光発電システム向けパワーコンディショナ 『お客様相談窓口』開設

再生可能エネルギーへの注目は社会的に高まっており、
当社製パワーコンディショナのサービス向上は社会的責
任であると認識しています。2013年9月よりお客様課題
の解決に向けて『お客様相談窓口』を開設しています。

お客様からいただいたご要望やご指摘をもとに、お客
様満足度のさらなる向上を目指し、今後とも努力を重ね
てまいります。

改善事例発表会の風景

・パワーコンディショナお客様相談窓口＿詳しくは当社HPをご覧ください
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コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

新電元グループでは、地球温暖化問題をはじめとする社会的課題の解決に貢献するために、長期

的な企業価値創造を目指しています。

また、新電元グループが活動するコミュニティへ積極的に参画し、事業を通じた社会的課題の解

決や社会貢献活動を通じた地域コミュニティの発展に貢献しています。

　　　低炭素社会の実現に向けて

蔵王町役場様に電機自動車用急速充電器を設置
新電元工業は、2016年12月宮城県蔵王町役場（蔵王町
長　村上英人様）向けに電気自動車用急速充電器（SDQC-

30-U-CS）を納入しました。2017年1月8日には設置セレ
モニーが開催され、充電器設備の運用が開始されました。
蔵王町役場は、宮城県と山形県に跨る蔵王エコーライン
の起点となる町として、EV／PHEVで蔵王山を越えるド
ライバーｰの給電基地としての利用が期待されます。設置
当日には、蔵王町役場職員様に「気候変動勉強会」を開
催し、当社CSR担当者よりパリ協定やSDGs（持続可能な
開発目標）に関して、行政との関連性をご説明しました。
今後も、当社の事業活動を通じた気候変動影響の緩和
策、次世代自動車社会創り等の社会問題解決に貢献でき
るよう取り組んでいきます。

「第9回カーエレクトロニクス技術展」に出展
新電元工業は、「第9回カーエレクトロニクス技術展」

（2017年1月18日から1月20日まで東京ビッグサイトに
て開催）に出展しました。
近年急速に社会意識の高まりを見せている電気自動車
用普通・急速充電器のほか、それらを支えるパワー半導
体を展示しました。ご来場いただいた方に高い評価をい
ただいております。

　　　低炭素社会の実現に向けて

蔵王町役場様に電機自動車用急速充電器を設置
新電元工業は、2016年12月宮城県蔵王町役場（蔵王町
長　村上英人様）向けに電気自動車用急速充電器（SDQC-

30-U-CS）を納入しました。2017年1月8日には設置セレ
モニーが開催され、充電器設備の運用が開始されました。
蔵王町役場は、宮城県と山形県に跨る蔵王エコーライン
の起点となる町として、EV／PHEVで蔵王山を越えるド
ライバーｰの給電基地としての利用が期待されます。設置
当日には、蔵王町役場職員様に「気候変動勉強会」を開
催し、当社CSR担当者よりパリ協定やSDGs（持続可能な
開発目標）に関して、行政との関連性をご説明しました。
今後も、当社の事業活動を通じた気候変動影響の緩和
策、次世代自動車社会創り等の社会問題解決に貢献でき
るよう取り組んでいきます。

「第9回カーエレクトロニクス技術展」に出展
新電元工業は、「第9回カーエレクトロニクス技術展」

（2017年1月18日から1月20日まで東京ビッグサイトに
て開催）に出展しました。
近年急速に社会意識の高まりを見せている電気自動車
用普通・急速充電器のほか、それらを支えるパワー半導
体を展示しました。ご来場いただいた方に高い評価をい
ただいております。

展示会出展状況気候変動勉強会の風景

当社製「電気自動車用急速充電器」
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　　　社会貢献活動を通じた地域コミュニティの発展

「飯能新緑ツーデーマーチ」に参加

清流で知られる入間川や眺望美しい天覧山など、風光
明媚な緑と清流に恵まれた新緑の奥武蔵路を歩く「飯能
新緑ツーデーマーチ」が2016年5月28日開催され、新電
元工業も「第20回歩け歩け大会」として団体参加しまし
た。11年前から、コース上に新電元工業としての接待所
を設け、ウオーカーの皆さんに飲み物等を無料配布し、
おもてなしを行っていました。昨年より、ウオーカーと
して参加することを企画し、当日は96名の方が歩いてく
れました。接待所では、今年初めてアイスの提供を試み
たところ、好天だったこともあり、お子さんだけでなく、
大人の方にも大変好評でした。

「サマーカーニバル」開催（秋田新電元）

秋田新電元は、秋田県南部の鳥海山と日本海等の美し
い自然に囲まれた由利本荘市に立地し、1970（昭和45）
年に操業を開始してから45年余りを迎え、新電元グルー
プ半導体製品の主力工場として、常に中心的な役割を担
い、現在は759名の仲間たちが働いています。毎年夏に
従業員の福利厚生、地域社会、住民とのコミュニケー
ションを図るために、会社敷地内においてサマーカーニ
バル（夏祭り）を開催しています。2016年7月16日には、
第15回目となるサマーカーニバルを開催しました。従業
員や家族はもとより、地域住民の方々にも多数ご来場い
ただきました。「毎年、楽しみにしています」との声も多
く 、地域コ
ミュニティ活
性の側面から
今後も継続し
て開催する予
定です。

「クリーンキャンペーン in南房総」への協力（東根新電元勝浦）

東根新電元（勝浦）では、地域コミュニケーションの一
環として毎年「クリーンキャンペーン in南房総」に参加
し、勝浦の美しい海岸を清掃しています。

新電元工業陸上競技部

新電元工業陸上競技部は、創部以来、実に60年もの長
きに亘り、埼玉県飯能市を拠点に、駅伝を中心とした競技
活動を通じて、地域コミュニティの発展を支援していま
す。
いわゆる強化実業団チームではありませんが、現在も
チームは伝統の“アマチュアイズム”を継承し、従業員と
して定時まで業務をこなす傍ら、就業後や休日に365日地
道にトレーニングを行っています。
今後も地域の皆様をはじめ、大勢の皆様のご声援を励
みに精力的な活動を展開してまいりますので、ご声援のほ
ど、宜しくお願いいたします。

「クリーンキャンペーン in南房総」の風景

新電元工業陸上競技部「サマーカーニバル」の風景

「飯能新緑
ツーデーマーチ」
の風景
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コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

創立記念日の式典（ランプーン新電元、新電元タイランド）
新電元グループにはタイ王国に2つの関係会社があり、
会社の創立記念日には現地の伝統文化に則った形式で僧
侶をお招きし、会社や従業員の安全・将来の発展につい
てお祈りをして頂いております。

「FUN　RUN」へ参加（新電元フィリピン）

新電元フィリピンでは、2016年5月28日に「 FUN　
RUN」を開催しました。
毎年、多くの従業員、家族、友人およびその他地域の
方々に参加していただき、走る距離に応じて寄付を募っ
ています。
集まった寄付金は近隣の老人介護施設、小学校にベッ
ドや血圧計などを寄贈しています。
2016年これまでの取り組みがSCHOOLS DIVISION OF 

CALAMBA CITYより認められ表彰盾を受け取りました。

「社内旅行」開催（新電元ベトナム）

新電元ベトナムでは、従業員への日頃の感謝および従
業員満足度等を高めるためにベトナムの伝統文化を尊重
したイベントを積極的に開催しています。
2016年6月25日、二泊三日の社員旅行を実施しまし
た。

2016年4月24日駅伝大会に参加しました。創立記念日の風景

「FUN　RUN」の風景

駅伝大会の風景

社員旅行の風景
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第三者意見書

株式会社 日本総合研究所
創発戦略センター／ESGリサーチセンター
ESGアナリスト

長谷 直子 氏

新電元グループのCSRの取り組みとその情報開示に関して、「新電元グループCSR報告書2017」の記述と、株式会社
秋田新電元での工場見学および意見交換を踏まえて、第三者意見を提出します。
新電元グループでは、2017年にコーポレートブランドを刷新し、「私たちの約束」として、「自然環境を守り、私たち
の機器やシステムの提供を通じて社会の成長に貢献」することを宣言されました。その宣言のとおり、半導体技術、電
源回路技術、モジュール技術の3つのコア技術を融合しながら環境配慮型製品・技術の開発を進め、製品の提供を通じ
て持続可能な社会の実現に貢献しておられます。特に近年は EV関連事業を強化され、車載のDCDCコンバータやダイ
オード、パワーモジュールなど環境対応車向けの電装品に加え、EV用充電器の開発も進めておられます。秋田県や山形
県、宮城県等の自治体と連携しながら、役場や道の駅での EV用充電器の設置を積極的に進めておられることを評価致
します。また、取り組みの開示にあたり、2015年に国連で採択された SDGs（持続可能な開発目標）における「クリーン
なエネルギー」や「気候変動」等の目標達成に貢献することを明示されていることを評価致します。EV用充電器という
新たな製品の提供は、温室効果ガス排出量の削減や社会インフラの整備といった環境・社会面での好影響をもたらしま
す。同時に、自社にとっては新市場の開拓や、地域社会における自社のブランド力向上といった企業価値の向上にも貢
献すると考えますので、今後、可能な範囲で企業価値向上への効果も併せて開示していかれると、投資家の関心をより
惹き付けられると考えます。
新電元グループでは、グループ全体で環境や品質、生産性、安全性向上に向けた改善活動を推進するため、SPIS

（Shindengen group Productivity Innovation System）活動を展開しておられます。今回、工場見学させて頂いた株式会
社秋田新電元でも、数十種類に及ぶ目標指標を設定し、活動状況の見える化・進捗状況の定期的な確認により、効率的
な生産体制の構築に向けて継続的に改善を重ねておられました。海外工場も含めて好事例を展開しておられる点なども、
先進的です。品質面では、SPIS活動のほか、VQ（Vehicle Quality）活動やQKY（品質の危険予知）活動を実直に進めるこ
とで、取引先からの「品質栄誉賞」の受賞など、高い信頼を獲得しておられます。環境面でも、部門を横断したチェッ
ク体制による生産工程の歩留まり改善等、省エネ活動を徹底されている点を評価致します。一方で、再生エネルギーの
導入については、さらなる取り組みの余地があると思慮致します。例えば、「RE100」（事業活動に伴うエネルギーを
100％再生可能エネルギーで調達することを目標に掲げる企業のイニシアティブ）という取り組みも世の中では始まって
いますが、将来に向けて再生可能エネルギーの導入を検討することを期待致します。
従業員との関わりでは、多様な働き方の実現に向けて、各種休暇制度や短時間勤務制度、育児・介護休業などの制度
を整備されています。2016年度からは、育児・介護休業制度利用者数などの実績値についても開示を始められたことを
評価致します。今後は、有給休暇取得率や障がい者雇用率等についても自社のWEBサイト等で開示していかれると、貴
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社の多様な働き方実現に向けた取り組み姿勢がステークホルダーにより伝わりやすくなると考えます。特に、株式会社
秋田新電元では、障がい者雇用率が2.6％と高く、障がい者の方が働きやすいよう生産工程での工夫もしておられます。
また、人材育成の面では、研究開発を行う従業員のモチベーションを高めるために、各自の研究内容を顔写真付で会社
の受付に張り出されていることなども印象的でした。こうした好事例を新電元グループのWEBサイト等で内外に開示
し、グループ全体に広げていかれることも一案です。
最後に、グローバル化が進む貴社にとって、「ダイバーシティの推進」は重要な経営戦略の一部と考えます。これまで
グループ各社を見学させて頂きましたが、例えば、女性の活躍推進では、会社によって取り組み度合いにやや差がある
と感じました。今後、グループ全体でダイバーシティ推進に取り組むためには、グループの基本的な考え方と行動の方
向性を定め、グループの方針として明文化することが重要です。ダイバーシティに対する新電元グループとしての取り
組み方針の策定について、可能な範囲で検討していかれることを期待致します。

第三者意見書を受けて

日本総合研究所株式会社のESGアナリスト長谷直子様には、当社グループCSR活動への貴重なご意見、ご指摘を賜り
誠にありがとうございました。
当社グループでは、ISO26000 7つの中核主題に沿ったCSR活動を展開しております。
長谷様からは、製品の提供を通じた持続可能な社会の実現への貢献や SDGs(持続可能な開発目標 )を活用した取り組
みの開示についてご評価をいただきました。一方で、再生可能エネルギーの導入や女性活躍推進等の「ダイバーシティ
の推進」については、新電元グループで推進していくようご指導いただきました。
今後は、ご評価いただいた取り組みをさらに高め、期待する点としてのご指摘やご意見も踏まえて、ステークホルダー
の皆さまの信頼を得られるように、中長期ビジョンのもと、価値ある企業を目指してまいります。
引き続き、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。
 

新電元工業株式会社
CSR委員会事務局




